
 

                         

                         

                         

セ
ミ
ナ
ー
卒
業
生
達
に
よ
る 

 

イ
ベ
ン
ト
開
催
！ 

 

有
機
農
業
者
8
名
か
ら
成
る

南
房
総
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
は
、
当
事

務
所
主
催
の
平
成
24
年
度
青
年

農
業
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
契
機
に
設
立
し
、
マ
ル
シ
ェ
や

新
規
就
農
希
望
者
向
け
の
研
修
を

企
画
し
て
い
ま
す
。 

去
る
平
成
27
年
7
月
に
、
安
房

の
農
業
を
地
域
の
消
費
者
に
身
近

に
感
じ
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
日
曜
マ
ル
シ
ェ
2
周
年

企
画
『
お
ま
つ
り
マ
ル
シ
ェ
』
を

開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
会
員
と

後
援
団
体
の
館
山
市
、
南
房
総
市
、

当
事
務
所
が
参
加
し
た
「
農
業
の

未
来
を
語
る
」
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

他
、
物
販
や
飲
食
等
44
団
体
の
出

店
が
あ
り
、
約
1000
名
の
来
客
が
あ

り
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
新
規

就
農
者
の
経
営
の
安
定
や
仲
間
作

り
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

晴天のもと賑わった『おまつりマルシェ』 
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夏
季
の
空
い
た
農
地
で
「
し
ょ
う

が
」
を
栽
培
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

安
房
地
域
で
は
、
古
く
か
ら 

し
ょ
う
が
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
風
味
が
よ
く
香
り
が
高

い
と
言
わ
れ
る
在
来
品
種
「
房
州

中
太
し
ょ
う
が
」
の
栽
培
を
御
紹

介
し
ま
す
。 

夏
季
の
収
益
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
手
間
を
か
け
ず
に
栽

培
で
き
る
品
目
を
探
し
て
い
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
？
し
ょ
う
が
の
栽

培
は
、
排
水
が
よ
く
灌
水
設
備
が

あ
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
灌
水

設
備
が
な
い
場
合
で
も
半
日
程
度

日
陰
に
な
る
畑
で
は
栽
培
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
梅
雨
時
期
や
大
雨

時
に
畑
が
冠
水
し
な
い
よ
う
に
明

き
ょ
等
の
排
水
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

安
房
地
域
の
露
地
作
型
は
、
Ｇ

Ｗ
前
後
に
植
え
付
け
て
9
月
～

11
月
頃
に
収
穫
と
な
り
ま
す
。
栽

培
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
夏
場
の
除

草
を
こ
ま
め
に
す
る
、
②
根
茎
腐

敗
病
対
策
の
た
め
4
～
5
年
サ

イ
ク
ル
の
輪
作
と
す
る
、
③
（
灌

水
設
備
が
あ
れ
ば
）
梅
雨
明
け
後
、

週
1
回
程
度
灌
水
す
る
、
で
す
。 

し
ょ
う
が
の
種
は
、
各
種
苗
会

社
等
で
購
入
で
き
ま
す
。
自
分
で

種
し
ょ
う
が
の
貯
蔵
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
場
合
は
、
13
～
15
℃
を
維

持
で
き
、
浸
水
の
恐
れ
が
な
い
排

水
が
よ
い
土
地
を
選
び
、
縦
穴
を

掘
り
、
埋
め
て
貯
蔵
し
ま
す
。 

し
ょ
う
が
栽
培
や
貯
蔵
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
た
資
料
が
欲
し
い

方
は
、
当
農
業
事
務
所
改
良
普
及

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

          

水
田
に
お
け
る
飼
料
作
物
の 

湿
害
軽
減
技
術 

（
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
播
種
技
術
） 

 

安
房
地
域
で
は
、
飼
料
用
の 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
ル
ガ
ム
は
水

田
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
播

種
後
の
湿
害
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

そ
の
対
策
技
術
と
し
て
導
入
さ

れ
た
の
が
、
畝
を
立
て
て
種
子
が

水
に
浸
か
る
の
を
回
避
す
る
技
術

で
す
。
こ
の
技
術
は
、
ア
ッ
プ 

カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
と
播
種
機
を
組

み
合
わ
せ
た
耕
う
ん
同
時
畝
立
て

播
種
機
に
よ
り
、
ロ
ー
タ
リ
耕
う

ん
を
行
い
な
が
ら
畝
を
形
成
し
、

同
時
に
播
種
、
鎮
圧
を
し
ま
す
。 

安
房
地
域
に
お
い
て
は
南
房
総

市
和
田
町
地
域
を
活
動
拠
点
と
す

る
NFC
和
田
で
こ
の
機
械
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
湿
害

が
回
避
で
き
、
3
月
下
旬
か
ら
4

月
初
旬
の
早
期
播
種
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

 
1 条植えのしょうがの畑 

写真２ 降雨後のほ場 写真１ 耕うん同時畦立て播種 

 



 

水
稲
の
除
草
剤
に
つ
い
て 

田
植
え
の
季
節
ま
で
ま
も
な
く

で
す
。
改
め
て
基
本
技
術
を
振
り

返
り
、
今
年
も
お
い
し
い
お
米
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
例
年
、
問
い
合

せ
が
多
い
雑
草
に
関
し
て
注
意
点

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
水
田
の
様

子
を
見
な
が
ら
適
切
な
防
除
を 

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◆
雑
草
防
除
の
基
本 

 

一
年
生
雑
草
や
多
年
生
雑
草
の

中
で
も
、
マ
ツ
バ
イ
や
ホ
タ
ル
イ

の
よ
う
に
主
に
種
子
で
繁
殖
す
る

雑
草
が
中
心
の
水
田
で
は
、
一
発

処
理
剤
で
の
一
回
防
除
が
可
能
で

す
。
初
中
期
一
発
剤
は
、
ヒ
エ
の

葉
齢
に
注
意
し
て
登
録
内
容
の
使

用
時
期
内
で
早
め
に
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。 

◆
効
果
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト 

 

代
か
き
を
丁
寧
に
行
い
、
田
面

を
均
平
に
し
て
く
だ
さ
い
。
除
草

剤
は
雑
草
の
種
類
や
大
き
さ
に
合

わ
せ
て
選
び
、
適
期
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。
散
布
後
は
中
干
し
ま

で
落
水
せ
ず
に
湛
水
状
態
を
保
っ

て
く
だ
さ
い
。
水
管
理
の
善
し
悪

し
が
除
草
効
果
を
大
き
く
決
め
ま

す
。 

◆
難
防
除
雑
草 

 

オ
モ
ダ
カ
や
ク
ロ
グ
ワ
イ
、
コ

ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
、
イ
ボ
ク
サ
、
ア
シ

カ
キ
、
雑
草
イ
ネ(

※) 

は
、
特
に

防
除
が
難
し
い
雑
草
で
す
。
こ
れ

ら
が
昨
年
発
生
し
た
ほ
場
は
、
一

発
処
理
剤
だ
け
で
な
く
、
初
期
剤

と
中
期
剤(

一
発
処
理
剤)

を
組
み

合
わ
せ
て
除
草
し
ま
し
ょ
う
。 

※
雑
草
化
し
た
イ
ネ
の
総
称
。
平

成
27
年
度
、
安
房
地
域
に
お
い
て

も
雑
草
イ
ネ
と
疑
わ
れ
る
草
種
が

初
め
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 
       

【
安
房
う
ん
め
ぇ
～
も
ん
会 

（
鈴
木
厚
子
会
長
）
の
活
動
紹
介
】 

 

安
房
地
域
は
、
温
暖
な
気
候
に

恵
ま
れ
様
々
な
農
林
水
産
物
が
入

手
で
き
ま
す
。 

女
性
達
が
、
こ
れ
ら
を
利
用
し

て
加
工
や
直
売
・
宿
泊
施
設
等
を

始
め
る
中
で
、
お
い
し
い
加
工
品

を
よ
り
多
く
の
消
費
者
に
届
け
た

い
と
の
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
、
い
ず
れ
は
都
市
部
の
人
達
に

も
手
作
り
で
安
全
安
心
の
お
い
し

い
も
の
を
届
け
た
い
と
い
う
動
き

が
出
始
め
ま
し
た
。 

 
 

◆
主
体
的
な
活
動
を
す
る
「
安
房

う
ん
め
ぇ
～
も
ん
会
」
の
設
立 

 

平
成
21
年
に
は
、
女
性
起
業
家

が
集
ま
り
、
10
名
の
実
行
委
員
を

選
出
し
、
準
備
会
を
重
ね
、
平
成

21
年
8
月
20
日
、
13
起
業
経
営

体
が
集
ま
り
「
安
房
う
ん
め
ぇ
～

も
ん
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
（
初

代
会
長 
羽
山
光
枝
）
。 

会
で
は
自
立
し
た
運
営
を
目
指 

 

し
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
の
交
渉
、
連

絡
、
会
計
処
理
、
資
料
作
り
等
、

自
分
達
で
考
え
、
自
分
達
で
決
め

て
自
ら
行
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。
道
の
駅
や
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
商
品
の
紹
介
を
重
ね
、

そ
の
名
前
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
新
た
に
お
せ
ち
料

理
用
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
大
手
企

業
と
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
販
売
も
始

め
ま
し
た
。 

仲
良
く
、
楽
し
く
、
元
気
良
く
、

会
員
達
は
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

オモダカ 

イベントへの出店の様子 



 

新
し
く
認
証
さ
れ
た 

指
導
農
業
士
・
農
業
士
の
紹
介 

 

安
房
地
域
で
は
、
今
年
度
新
た

に
指
導
農
業
士
1
名
、
農
業
士
3

名
の
方
々
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
御
紹
介
し
ま
す
。 

★
指
導
農
業
士 

仲
村 

利
明
氏
（
南
房
総
市
） 

ユ
リ
と
ア
イ
リ
ス
主
体
の
経
営

で
、
こ
れ
ま
で
に
ユ
リ
で
農
林
水

産
大
臣
賞
（
関
東
東
海
花
の
展
覧

会
）
を
3
回
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
し
、

環

境

に

や

さ

し

い

農

業

を

実

践

し

て

い

ま
す
。 

★
農
業
士 

真
田 

和
宏
氏
（
南
房
総
市
） 

 

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
中
心
の
経
営
で

す
。
省
力
技
術
を
取
り
入
れ
、
新

た
な
品
目
も
積
極
的
に
導
入
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
動
も
熱

心
で
、
若
手

の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
も
活

躍
し
て
い
ま

す
。 

山
崎 

大
祐
氏
（
館
山
市
） 

 

ひ
ま
わ
り
、
ス
ト
ッ
ク
の
複
合

経
営
で
、
栽
培
管
理
を
徹
底
し
て

実
施
し
、
効
率
的
に
生
産
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地

域
の
担
い

手
と
し
て

も
活
躍
し

て
い
ま
す
。 

池
田 

卓
夫
氏
（
南
房
総
市
） 

酪
農
と
繁
殖
和
牛
を
主
体
と
し

た
経
営
で
、
水
稲
及
び
自
給
飼
料

の
栽
培
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
所
属
団
体
の

役
員
と
し

て
も
活
躍

し
て
い
ま

す
。 

 

平
成
28
年
度 

「
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」 

新
規
受
講
者
募
集
中
！ 

 

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
概
ね
35
歳
ま

で
の
若
手
農
業
者
を
対
象
と
し
て

農
業
の
知
識
や
技
術
等
の
基
礎
を

3
年
間
で
学
ぶ
も
の
で
す
。 

毎
月
1
～
2
回
程
度
の
講
義

や
実
習
、
視
察
研
修
、
篤
農
家
等

の
訪
問
、
交
流
会
等
に
よ
り
、
仲

間
で
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
普
及
員
に
よ
る

個
別
相
談
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。 

平
成
27
年
度
は
、
30
名
の
方
が

受
講
し
ま
し
た
。 

平
成
28
年
5
月
下
旬
の
開
講

に
向
け
て
、
新
規
受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
若
手
農

業
者
の
方
に
も
是
非
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
新
規
参
入
者
の
方
も
受

講
で
き
ま
す
。 

生
涯
の
仲
間
と
出
会
え
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
! 

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

当
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
ま
で
。 

安
房
農
業
賞
及
び 

安
房
農
業
奨
励
賞
受
賞
者
紹
介 

 

本
年
度
は
、
酪
農
業
の
振
興
に

御
尽
力
さ
れ
た
4
名
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

安
房
農
業
賞 

田
村 

駿
た
か
し

氏
（
鴨
川
市
） 

池
田 

忠
雄
氏
（
南
房
総
市
） 

金
木 

健
治
氏
（
鋸
南
町
） 

安
房
農
業
奨
励
賞 

鈴
木 

修
氏
（
鋸
南
町
） 

新
た
な
女
性
農
業
者
組
織
の
設
立 

 

6
月
に
、
幅
広
い
女
性
農
業
者

が
集
ま
り
資
質
向
上
を
目
指
す

「
ち
ば
県
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
る
の
で
興
味
の

あ
る
方
は
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

お
詫
び
と
訂
正
本
誌
第
22
号
に

記
載
し
た
「
（
一
社
）
南
房
総
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
正
し
く
は

「
（
一
財
）
南
房
総
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び

申
し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。 


